
Q１、急性期褥瘡と慢性期褥瘡では、薬の使用はどのように異なりますか？

A１、 急性期 湿潤環境を保ち、創面を保護することが基本とされるため、アズノール軟膏などが使用されます。

また感染を合併する場合はゲーベンクリームが選択されます。

慢性期 創面保護を目的として皮膚欠損用創傷被覆材が第一選択ですが、白色ワセリンを基剤としたアズノール軟膏が
浅い褥瘡 使用されることがあります。また、びらん、浅い褥瘡にはプロスタンディン軟膏のような上皮形成促進作用を

有する薬剤が用いられます。

慢性期 深い褥瘡では治療経過とともに局所の病態が大きく変化するため「科学的根拠に基づく褥瘡局所ガイドライン」の
深い褥瘡 DESIGN分類を用いて評価しながら治療を行っていきます。その際DESIGNの「深さ(D)」以外の項目に注目し

局所治療についてはWBP(創傷環境調整)と湿潤環境を考慮しながら薬剤などの選択をします。

※大文字：重症、小文字：軽症

Q２、当センター採用薬で褥瘡治療に用いられる薬剤にはどのようなものがありますか？

A２、褥瘡治療に用いられる外用薬や皮膚欠損用創傷被覆剤を簡略にまとめました。

多い 少ない

主にE･I・Nを スルファジアジン銀 ゲーベンクリーム 不適

目的とする ブロメライン ブロメライン軟膏 効果減弱 ゲーベンとの併用で効果減弱

精製白糖･ポピドンヨード ユーパスタコーワ軟膏 適する 治癒遅延

主にE･I･G･Sを ハイドロファイバー(銀含有) アクアセルAg

目的とする

主にE・G・Sを アルギン酸塩 カルトスタット

目的とする

トラフェルミン フィブラストスプレー 随時購入

主にG･Sを アルプロスタジルアルファデクス プロスタンディン軟膏 不適

目的とする デュオアクティブET 不適

デュオアクティブCGF

主にN･Sを ハイドロジェル グラニュゲル

目的とする

その他 ジメチルイソプロピル(アズレン) アズノール軟膏 不適

(薬剤部　荻尾)
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★褥瘡治療における外用薬などの選び方について★


